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CDPとは

CDPは、２０００年に英国で設立された国際環境NGO。

CDP Worldwide-Japanは、日本法人として日本に

おける取組を促進。

世界中の機関投資家・購買企業の要請を受けて、企業の

環境情報開示を促進する活動を実施。

ESG情報開示の「E」に関するグローバルスタンダード。

２０２１年度は１３,０００社を超える企業がCDPに情報を

開示。

世界中の機関投資家はCDＰデータを意思決定に活用。



• 環境に関する質問書を作成
• 情報開示プラットフォームを
提供

• 質問書への回答を基にスコア
リング・分析を実施

CDPの情報開示システム
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機関投資家

サプライチェーン
メンバー
(購買企業)

要請元（要請をする） CDP 要請対象（要請を受ける）

回答要請を受けた企業

① CDP質問書を通じた
情報開示を要請

② CDP質問書に回答し
情報を開示

（非公開回答も可能）

メリット：
• CDPデータをビジネスの意
思決定や取引企業とのエン
ゲージメントに活用

メリット：
• CDPに回答するだけで、複
数の投資家・顧客企業への情
報開示が完了

• 情報開示を通じ、企業競争力
を強化

• CDP質問書への回答作業を
通じて、自社が直面している
環境リスク・機会やベストプ
ラクティスへの理解を深める
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CDP署名機関

2022年、資産総額13０兆米ドル超、６８０を超える投資家から
全世界約１0,400社に回答要請（日本企業はプライム市場上場全企業を含む約1,900社が対象）

日本の署名機関 (28機関、2022年2月22日時点）

MS&ADインシュアランスグループホールディングス 農林中央金庫

SOMPOホールディングス 富国生命投資顧問

東京海上ホールディングス ニッセイアセットマネジメント

住友生命 三井住友トラストアセットマネジメント

明治安田生命保険 りそなアセットマネジメント

かんぽ生命 日興アセットマネジメント

野村ホールディングス 東京海上アセットマネジメント

大和証券グループ本社 三菱UFJ信託銀行

日本政策投資銀行 三井住友DSアセットマネジメント

みずほフィナンシャルグループ 野村アセットマネジメント

三井住友フィナンシャルグループ アセットマネジメントOne

三菱UFJフィナンシャルグループ Hibiki Path Advisors

ゆうちょ銀行 コモンズ投信

株式会社十六フィナンシャルグループ オリックス株式会社
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CDPに回答するメリット

世界中の機関投資家・購買企業・イニシアチブの要請に同時に応える

TCFDに沿った情報開示が可能

リスク・機会を把握する

目標・取組の進捗状況を把握する

企業の評判を守り、高める

企業競争力の向上

政策に先立って対応する
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コーポレートガバナンス・コード（２０２１年改訂）

（以下抜粋）

上場会社は、経営戦略の開示に当たって、自社のサステナビリティについての取組みを適切に開示

すべきである。また、人的資本や知的財産への投資等についても、自社の経営戦略・経営課題との

整合性を意識しつつ分かりやすく具体的に情報を開示・提供すべきである。

特に、プライム市場上場会社は、気候変動に係るリスク及び収益機会が自社の事業活動や収益等に

与える影響について、必要なデータの収集と分析を行い、国際的に確立された開示の枠組みであ

るＴＣＦＤまたはそれと同等の枠組みに基づく開示の質と量の充実を進めるべきである。

コンプライ・オア・エクスプレイン（Comply or Explain）

遵守するか、遵守しない場合はその説明が求められる。
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気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）提言とは

 ガバナンス：どのように検討され、企業経営に反映されてい

るか（取締役会や経営層の気候関連課題への関与等）

 戦略：短期・中期・長期にわたって、企業経営にどのような影

響があるか（特定した気候関連リスク・機会の財務・経営への

影響等）

 リスク管理：気候変動リスクをどのように特定、評価し、低減

しようとしているか（リスク特定・評価・管理のプロセス等）

 指標と目標：気候変動リスク・機会をどのような指標で判断

し、目標に対する進捗状況を評価しているか（スコープ毎の

排出量、リスク管理に使用する指標等）

G20

金融安定理事会
（FSB)

２０１７年６月 TCFD提言公表

全てのセクター、国・地域で適用可能な４つの柱

CDP気候変動質問書にはこれらの質問が含まれます。
気候関連リスクや機会が組織にもたらす

財務的影響の開示を向上させる
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各枠組みへの対応で求められるもの

TCFD提言

⇒公表される年次財務報告において公表することが求められる。

コーポレートガバナンス・コード

⇒コーポレートガバナンスに関する報告書で説明することが求められる。

CDP

⇒TCFＤ提言の内容をカバーしつつ、ＴＣＦＤ提言を越えた情報開示が可能。

（スコア・回答内容が回答要請元（署名機関・サプライチェーンメンバー）に公開。回答

の公開を希望する場合は一般にも公開。スコアは回答の有無にかかわらず公開。※回

答初年度のみ、希望する場合にはスコア非公開も可能。事務局（japan@cdp.net）に要連絡。）

リンク：記載要領

リンク：TCFD提言

リンク：TCFDテクニカルノート（英語、TCFDとCDP質問書の関連を示した文書）

mailto:japan@cdp.net
https://www.jpx.co.jp/equities/listing/cg/01.html
https://tcfd-consortium.jp/about
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/001/429/original/CDP-TCFD-technical-note.pdf?1512736184


リスクの開示

リスク開示のステップ

✓ 対象となる事業に関するリスクの項目を列挙する

✓ 列挙されたリスクについて、起こりうる事業インパクトを定性的に表現する

✓ リスクが現実となった場合の事業インパクトの大きさを軸に、リスク重要度を決定する
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業界別レポート、競合他社のCDP回答などを参考に、
自社にとって重要となるリスクを分析

◆将来的に財務上の重要な影響を及ぼす可能性があるか

◆業界・自社特有のリスク・機会に注目
視点

出典：環境省「TCFDを活用した経営戦略立案のススメ」
http://www.env.go.jp/earth/TCFD_guidbook.pdf



気候関連リスクについて、どのように
識別・評価・管理しているかについて開示する

リスク管理– TCFD提言
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TCFD開示項目 ガイダンス（開示検討内容）

a) 気候関連リスクを識別及び評価するプ
ロセスを説明。

• 気候関連リスクを識別・評価するプロセス。
回答のポイントは、「他の操業リスクと気候関連リスクを比較し、相対的に気候関連リスクが重要
であるということをどのように決定したのか」という過程の説明。既存・新規の環境関連の規制
（例：炭素税）や関連要因をどう考えているのか。

• その際、以下に留意。
① 列挙した気候関連リスクの潜在的な大きさ及びスコープをどのように評価しているか、
② リスクの表現にあたり使用した専門用語の定義や、リスクの分類を行う際の参考文献情報

b)気候関連リスクを管理するプロセスを説
明。

• 識別したリスクを管理するプロセス。具体的には、リスクの緩和・移動・受容・コント
ロールに関する意思決定プロセスの説明。

• 組織が気候関連リスクに優先順位をつけるプロセス。

c)気候関連リスクを識別・評価及び管理の
プロセスが、総合的リスク管理にどのよう
に統合されているかについて説明。

• 組織全体のリスク管理（気候関連以外のリスクも含めた組織の操業に影響を及ぼす
全てのリスク）の中で、気候関連リスクを識別・評価・管理するプロセスがどのように
統合されているか。

参考：TCFD, Implementing the Recommendations of the Task Force on Climate-related Financial Disclosures
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リスク管理 – TCFD提言に沿ったCDPの質問

CDP
質問書

C2.1a 短期、中期、及び長期の時間的視点をどのように定義していますか。

注）質問文の日本語は仮訳です。英語の質問内容と齟齬があった場合、英語版が優先されます。

CDP
質問書

C2.1 気候関連リスクおよび機会を特定する、評価する、及びそれに対応するプ
ロセスを有していますか。

【回答内容】
⚫ 有している（はい） or 有していない（いいえ）のいずれかを回答。

【回答内容】
⚫ 短期、中期、長期それぞれについて何年の時間軸で定義しているかを数値で回答。

CDP
質問書

C2.1b 事業に対する財務または戦略面での重大な影響を、どのように定義してい
ますか。

【回答内容】
⚫ 記述式の説明。

a)気候関連リスクを識別及び評価するプロセスを説明。
b)気候関連リスクを管理するプロセスを説明。
c)気候関連リスクを識別・評価及び管理のプロセスが、総合的リスク管理にどのように統合されているかについて説明。
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リスク管理 – TCFD提言と整合したCDP質問

注）質問文の日本語は仮訳です。英語の質問内容と齟齬があった場合、英語版が優先されます。

【回答内容】
⚫ 対象となるバリューチェーン（選択式）： 直接操業／上流／下流

⚫ リスク管理プロセス（選択式）： 全社的なプロセス／特定のプロセス

⚫ リスク評価の頻度（選択式）

⚫ 時間軸（選択式）

⚫ プロセスの詳細（記述式）

CDP
質問書

C2.2 （C2.1で「はい」と回答した場合）気候関連リスクおよび機会を特定、評価する、
及びそれに対応するプロセスについての説明。

a)気候関連リスクを識別及び評価するプロセスを説明。
b)気候関連リスクを管理するプロセスを説明。
c)気候関連リスクを識別・評価及び管理のプロセスが、総合的リスク管理にどのように統合されているかについて説明。
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リスク管理 – TCFD提言と整合したCDP質問

注）質問文の日本語は仮訳です。英語の質問内容と齟齬があった場合、英語版が優先されます。

【回答内容】
⚫ プロセスを導入していない理由（選択式）

⚫ 理由の説明（記述式）

CDP
質問書

C2.2g （C2.1で「いいえ」と回答した場合）なぜ、気候関連リスクと機会を特定、評価
する、および対応するためのプロセスを導入していないのですか、また将来そ
のようなプロセスを導入する予定はありますか。

［選択肢］
•今後2年以内に気候関連リスク管理プロセスを導入予定
•重要だが、差し迫った事業上の優先事項ではない
•重要でないと判断し、理由も説明
•社内リソースの不足
•事業活動に関するデータ不足
•経営陣から指示がないため
•その他

a)気候関連リスクを識別及び評価するプロセスを説明。
b)気候関連リスクを管理するプロセスを説明。
c)気候関連リスクを識別・評価及び管理のプロセスが、総合的リスク管理にどのように統合されているかについて説明。
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リスク管理 – TCFD提言と整合したCDP質問

CDP
質問書

C2.2a （C2.1で「はい」と回答した場合）気候関連リスク評価において、種類のリスク
が考慮されていますか。

注）質問文の日本語は仮訳です。英語の質問内容と齟齬があった場合、英語版が優先されます。

【回答内容】

⚫ リスクの種類それぞれに
ついて、「関連性の有無」
と「評価に含めているか
否か」を回答（選択式）。

⚫ 説明（記述式）

リスクの種類

現在の規制 気候変動を悪化させるような活動を制限する、または気候変動へ
の適応を促進するような政策によるリスク

新たな規制

技術 低炭素でエネルギー効率の高い経済システムへの移行をサポート
するような技術の改善またはイノベーションに関するリスク

法的（訴訟） 気候関連の訴訟リスク

市場 特定の商品、製品、サービスの需要と供給の変動に関するリスク

評判 低炭素経済への移行に向けた貢献や阻害に対する、顧客やコミュ
ニティの認識の変化に関するリスク

急性の物理的リスク 突発的な事象に起因するリスク（サイクロン、ハリケーン、洪水と
いった極端な異常気象が含まれる）

慢性の物理的リスク 気候パターンの長期的変化（高い気温が持続）による海面上昇や
慢性的な熱波などによるリスク

移
行
リ
ス
ク

物
理
的
リ
ス
ク

a)気候関連リスクを識別及び評価するプロセスを説明。
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CDP
質問書

C2.3 事業に重大な財務的または戦略的な影響を及ぼす可能性がある潜在的な
気候関連リスクを特定しましたか。

【回答内容】
⚫ リスクを、あり or なし で回答

注）質問文の日本語は仮訳です。英語の質問内容と齟齬があった場合、英語版が優先されます。

戦略 – TCFD提言と整合したCDP質問

CDP
質問書

C2.3a 事業に重大な財務的または戦略的な影響を及ぼす可能性があると特定さ
れたリスクを記入してください。

【回答内容】
⚫ バリューチェーンのどこでリスクが発生するか（選択式）
⚫ リスクの種類（選択式）
⚫ 気候リスク要因（選択式）
⚫ 財務上の潜在的な影響（選択式）
⚫ 自社固有の説明（記述式）
⚫ 時間軸（選択式）

［選択肢］
•直接費の増加
•間接費(運営費)の増加
•設備投資の増加
•与信リスクの増加
•商品およびサービスに対する需要減少に起
因した売上減少
•生産能力低下に起因した売上減少
•資本へのアクセス減少 etc.

b)気候関連のリスクと機会がビジネス、戦略及び財務計画に及ぼす影響を説明。



リスクの事例（急性の物理的リスク）
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大雨による洪水で操業停止が起きた場合

✓ 生産レベルの低下による業績への影響。

✓ 被害に対処するための原状回復費用が増加する。

✓ 予定された調達ができなくなる。

✓ サプライチェーンを通じて、災害や異常気象がもたらすリスク・機会を分析・評価。

✓ リスク・機会に対応した戦略を策定することが求められる。

✓ 一方で、災害に備えた生産・調達を行うことで、機会にもなり得る。

・ 生産が脆弱な場所に集中していないか？

・ エネルギーや水にどの程度依存しているか？

・ 代替可能なサプライヤーはいるか？

・ 災害に備えた調達・生産を行うことで
影響をどの程度縮小できるか？

・ 影響を最小化することで他社との比較
で得られる利益はどの程度か？



リスクの事例（規制リスク）
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カーボンプライシング（炭素税や排出量取引制度）が導入された場合

✓ 化石燃料に依存した製造を行っている場合、製造コストが上昇する。

✓ 再生可能エネルギーの導入が拡大が想定される。

✓ 規制を先取りしてリスク・機会を分析・評価。

✓ リスク・機会に対応した戦略を策定することが求められる。

✓ 一方で、排出量が少ない製造方法を確立すれば、機会にもなり得る。

・ 自社の操業コストはどの程度
増加するのか？

・ 競合他社との比較や需要への
影響はどの程度か？

省エネや再生可能エネルギーの導
入によって得られる機会の財務的
影響はどの程度か？



リスクの事例（規制リスク）

19

カーボンプライシング（炭素税や排出量取引制度）が導入された場合

✓ 低炭素な製造プロセスへの変更（自社）や、サプライヤーに低炭素な製
造プロセスを導入することを求めて規制による製造コストの上昇を抑
えるための戦略を策定

✓ 一方で、排出量が少ない製造方法を確立すれば、機会にもなり得る。

・ 自社の操業コストはどの程度増加す
るのか？

・ 競合他社との比較や需要への影響は
どの程度か？

省エネや再生可能エネルギーの導
入によって得られる機会の財務的
影響はどの程度か？

気候変動要因によるさまざまなリスクを評価した結果、現在日本
政府で検討されている排出量取引制度が導入された場合、自社
にとって影響が大きいと判断

✓ 化石燃料に依存した製造を行っている場合、製造コストや調達
コストが上昇する。

✓ 再生可能エネルギーの導入が拡大が想定される。

【リスク評価】

・ 評価の社内体制（例：関連部署から
の情報取集の後、サステナビリティ委員
会で年1回評価）

・ 例：●●（根拠）により、現在リスクで
はないが、中長期的に自社とサプライ
チェーンにとってリスクと判断（←リス
クの範囲と時間軸）

C2.2
C2.2a

C2.2a
C2.3a

C2.3a
C2.4a



CDP２０２１年回答のスケジュール
※公開時期などについては今後変更となる可能性があります
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秋

★7月2７日

４月

1月

冬

１月
• 2022年質問書・ガイダンスの公表（英語）

３月中

• 2022年スコアリング基準の公表（英語）

• 正式な回答要請レターの発送（国際郵便）

４月中旬

• 2022年オンライン回答システム（ORS)の
オープン

３～６月

• ライブウェビナーの開催／オンデマンドウェビ
ナーの公開

７月２７日

• 回答の提出〆切 ※期日後に提出され
た回答は評価対象外となります。

秋

• 回答の公開 ※要請元に回答が提供さ
れます。

冬
• スコアの公表４月中

• 質問書・ガイダンスの日本語版公開



CDP回答にあたっての注意点
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 CDPへの回答には回答事務費用がかかりますが、初回回答企業は費用が免除となります（昨年以

前にサプライチェーン質問書に回答されていた場合には費用が発生します。）

初回回答企業の場合は簡易版への回答が可能です（回答時に簡易版質問書を選択するページが表

示されます）。※簡易版への回答の場合はスコアがつきません。

初回回答企業の場合はスコアを非公開にすることが可能です（デフォルトでは公開となっています

ので、ご希望の場合は japan@cdp.net までご連絡ください）。

 CDPに対しては、可能な限り親会社がグループ全体の回答を行うことが推奨されています。貴社

の連結子会社がプライム市場に上場される場合には japan@cdp.net までご一報ください。

より多くのステークホルダーに情報開示を行う観点から、英語での回答を推奨していますが、英語

での回答が難しい場合には、日本語での回答も可能です（日本語、英語のどちらで回答してもスコ

アリングには影響ありません）。

mailto:japan@cdp.net
mailto:japan@cdp.net


CDPが今後公開・開催する資料・ウェビナーのご案内
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 初心者向けウェビナーシリーズ（※日時・内容は変更となる可能性があります。最新の情報はメールでご案内いたします。）

第４回 ５月２７日（金）１４：００～１５：００ TCFD:指標と目標

ご登録はこちら： https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_9jN3480HSROmuOKRDqUROA

第５回 ６月２４日（金）１４：００～１５：００ 回答締切直前ウェビナー

ご登録はこちら： https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_I7-SMV5lTv2FEV7z-ctCkw

 気候変動・水セキュリティ・フォレスト質問書に関するオンデマンドウェビナー（概要編）：順次公開予定

詳細はこちら：https://japan.cdp.net/disclosure-support

 気候変動・水セキュリティ・フォレスト質問書に関するウェビナー（詳細編）：５月上旬頃までに開催

詳細はこちら：https://japan.cdp.net/events

各回とも、３０分ほどの質疑応答
時間を設けますので、初歩的なこ
とも含めて不明点を解消いただ
ければ幸いです。

各種案内の送付を希望する方は、 japan@cdp.net までご連絡ください。

「CDP 2021 気候変動・フォレスト報告会」開催決定

日時：4月26日（火）１４：００～１6：3０ （予定）

ご登録はこちら: https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_wxvMVf4-TByhC-HA3o_gBg

mailto:japan@cdp.net
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_wxvMVf4-TByhC-HA3o_gBg


CDPが提供している主な資料（リンク集）
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 CDP2022 初回回答ウェビナーシリーズの資料・録画

➢第1回 2月２5日（金） CDPとTCFD 発表資料・当日録画

➢第2回 3月24日（木） CDPとTCFD （ガバナンス・戦略） 発表資料・当日録画

その他の過去のウェビナー資料等はこちら：https://japan.cdp.net/events

気候変動・水セキュリティ・フォレストの質問書・ガイダンス・スコアリング基準（英語・日本語）

 ２０２１年からの変更点に関する資料

スコアリングイントロダクション（英語 ※日本語版準備中）

よくあるご質問（FAQ）

回答事務費用に関する資料

公開されている他社回答へのアクセス

気候変動・水セキュリティ・フォレスト報告書を含む日本語の最新レポート

https://cdn.cdp.net/cdp-production/comfy/cms/files/files/000/005/721/original/20220225CDP2022.pdf
https://vimeo.com/683161728
https://cdn.cdp.net/cdp-production/comfy/cms/files/files/000/005/801/original/20220324_CDP.pdf
https://vimeo.com/693035553/6761e8f85f
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/000/233/original/Scoring-Introduction.pdf?1639144388
https://6fefcbb86e61af1b2fc4-c70d8ead6ced550b4d987d7c03fcdd1d.ssl.cf3.rackcdn.com/comfy/cms/files/files/000/004/571/original/20210511FAQ.pdf
https://cdn.cdp.net/cdp-production/comfy/cms/files/files/000/005/889/original/AdminfeeFAQ_2022.pdf
https://www.cdp.net/en/responses?utf8=%E2%9C%93&queries%5Bname%5D=
https://japan.cdp.net/


CDPジャパンでは、ニュースレターの配信を行っています。ウェビナーやシンポジ

ウム、レポートに関する最新の情報を提供していますので、ぜひご登録ください。
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CDPニュースレターのご案内

ご登録フォーム

https://cdp-jp.net/1623216215


CDP Worldwide-Japan
Address:東京都千代田区大手町2-2-1新大手町ビル3階

www.cdp.net/ja/japan（日本語サイト）

お問い合わせ：japan@cdp.net


